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　石岡市と桜川市を結ぶ、上曽トンネルが 9月 27 日午後 3 時に開通する。トンネルを含む事業区間は 5・58㎞、このうちトンネル区間は、県内最長の石岡市と桜川市を結 上曽トンネルが 9月 27 日午後 3 時に 通す ルを含む 区間は 5・ 8㎞ このうちトンネル区間は 県内最長のトンネルが 9月 27 日午後 3 時に開通する。トンネルを含む事業区間は 5・58㎞、このうちトンネル区間は、県内最長の石岡市と桜川市を結ぶ、上曽トンネルが 9月 27 日午後 3 時に開通する。トンネルを含む事業区間は 5・58㎞、このうちトン
3538 ｍとなる。トンネル工事は、石岡市側 1939 ｍを大林組・株木建設・市村土建ＪＶ、桜川市側 1599 ｍは大成建設・オカベ・白田工建ＪＶが担当した。3538 となる トンネル工事は 石岡市側 1939 を大林組 株木建設 市村土建ＪＶ 桜川市側 1599 は大成建設 オカベ 白田工建ＪＶが担当トンネル工事は、石岡市側 1939 ｍを大林組・株木建設・市村土建ＪＶ、桜川市側 1599 ｍは大成建設・オカベ・白田工建ＪＶが担当した。3538 ｍとなる。トンネル工事は、石岡市側 1939 ｍを大林組・株木建設・市村土建ＪＶ、桜川市側 1599 ｍは大成建設・オカベ・白田工建
上曽峠を含む石岡市上曽～桜川市真 町山尾までの道路は、幅員が狭く、線形不良かつ急勾配であった。また、台風による倒木や積 により通行止めと曽峠を含む石岡市上曽 桜川市真壁町山尾までの道路は 幅員が狭く 線形不良かつ急勾配であ た また 台風による倒木や積雪により通行止め幅員が狭く、線形不良かつ急勾配であった。また、台風による倒木や積雪により通行止めと上曽峠を含む石岡市上曽～桜川市真壁町山尾までの道路は、

なるなど交通の難所となっている。新たな道路の供用開始により、日常生活の利便性向上をはじめ、災害時における緊急輸送や沿線地域振興への寄与、さなるなど交通の難所とな ている 新たな道路の供用開始により 日常生活の利便性向上をはじめ 災害時における緊急輸送や沿線地域振興 の寄与 さている。新たな道路の供用開始により、日常生活の利便性向上をはじめ、災害時における緊急輸送や沿線地域振興への寄与、さなるなど交通の難所となっ
らには県南地域と県西地域を結び、連携強化が見込まれる。らには県南地域と県西地域を結び、連携強化が見込まれる。

　このたび、上曽トンネルが開通の運びとなりましたことを、心からお慶び申し
上げます。
　本事業に関しまして、県では、2017 年度から「合併市町村幹線道路緊急整備支
援事業」として、事業費の補助や工事の受託などの支援をしてまいりました。県
内最長のトンネルとして、2020 年度の本体工事着工以来、工事が順調に進み、開
通を迎えられましたのは、石岡市、桜川市をはじめ、関係者の皆様方のご尽力の
賜であり、心から敬意を表します。
　上曽トンネルの開通により、交通の難所となっていた上曽峠を通過せず、冬期
でも安全に通行できるようになるなど、円滑な交通が確保されるほか、地域間の
交流促進や連携強化、物流・観光の活性化が期待されます。
　上曽トンネルの開通を契機に、石岡市、桜川市をはじめとする周辺地域が更な
る発展を遂げられますことを祈念申し上げ、お祝いの言葉といたします。

大井川　和　彦
茨城県知事
関係者のご尽力に心から敬意関係者のご尽力に心から敬意

西　野　　　一
茨城県議会議長

　上曽トンネルが開通されましたことを心からお慶び申し上げます。
　この度の開通にあたり、地権者の皆様はじめ関係者の皆様のご理解とご支援に
心から敬意を表するとともに、多大なご尽力を賜りました関係各位に対し、厚く
お礼申し上げます。
　上曽トンネルは、石岡市上曽地区と桜川市真壁町山尾地区を結ぶ全長 3.5 キロ
メートルで県内最長のトンネルとなります。
これまでこの区間の移動には、上曽峠を越える必要があり、降雪時には通行止め
になるなどの課題がありましたが、この度の開通により、こうした交通課題の解
消に大きく貢献するほか、地域住民の交通の利便性や安全性が一層向上するとと
もに、周辺地域はもとより、県南・県西地域全体の活性化にも大いに寄与するも
のと期待をしております。
　県議会といたしましても県土の発展基盤の整備を力強く推進し、県民誰もが安
全に、安心して暮らせる郷土茨城を築くため、全力を尽くしてまいります。
結びに、当地域のますますの発展をご祈念申し上げまして、ごあいさつといたし
ます。

地域のますますの発展を祈念地域のますますの発展を祈念

　石岡・桜川両市はもとより、茨城県にとっても長年の懸案であった上曽トンネルが、
いよいよ開通を迎えることになりました。
　これまで、石岡市と桜川市を結ぶ幹線道路であった上曽峠は、その険しさはもとより、
冬場には雪や雨で路面が凍結するなど、交通の難所として、地域間の交流が妨げられる
一因となっていました。
　また、広域的な観点からも、上曽峠の交通円滑化は、県南地域と県西地域の物的交流
や観光ルートの確立などを図る上で、課題の一つであったところです。
　これらを抜本的に解決するため、平成 2年の調査開始以来、上曽トンネルの実現は、
私たちの長年にわたる悲願となっておりました。
　この度、石岡市・桜川市が、国・県をはじめ、関係機関のご協力のもと力を合わせ、
上曽峠のトンネル化を実現できたこと、これまで数々の努力を重ねてこられた先輩諸氏
のご労苦に報いるとともに、地域間のネッワーク化の促進、ひいては茨城県全体の一層
の発展に大きく寄与するものと確信しております。
　今後とも、上曽トンネルが地域の未来を切り拓く重要な道路交通網の機軸として、地
域の発展と更なる交流促進の起点となるよう、様々な施策に取り組んでまいりますので、
引き続き、皆様のご支援を心からお願い申し上げます。

谷　島　洋　司
石岡市長
トンネル実現は長年にわたる悲願トンネル実現は長年にわたる悲願

大　塚　秀　喜
桜川市長

　このたび、上曽トンネルがいよいよ供用開始となりました。
　開通を迎えるにあたり、用地にご協力くださいました地権者の皆様をはじめ、これま
で永らくご支援、ご協力を賜りました茨城県土木部の皆様、石岡市の皆様、および関係
各位の皆様に厚く御礼申し上げます。
　上曽峠は古くから桜川市及び石岡市をつなぐ交通の要所にもかかわらず、山間道が非
常に狭く、冬季には路面が凍結することによるスリップ事故の発生など、交通の難所と
なっておりました。
　そのため、本トンネルの開通は両市を往来する市民にとってまさに悲願であり、移動
の利便性が著しく向上することに加えて、事故のない安心安全な地域社会の実現のため
の大きな成果になると確信しております。
　今後はこの開通を契機として、石岡市をはじめとする県南地域や県央地域との交流や
物流が盛んになり、地域経済の活性化の起爆剤となることを期待しております。
　桜川市では、今後も市民の皆様の幸せにつながる様々な施策を打ち出してまいります
ので、関係各位におかれましても引き続きお力添えを賜りますようお願い申し上げます。

安心安全な地域社会に大きな成果安心安全な地域社会に大きな成果


